
※記入例

※注意：日本語で記入してください。

フリガナ

フリガナ

出願者氏名

氏名

住所

TEL

出願者との関係

出願者の
預金
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（勤務先の名称）

母国の
銀行
預貯金

日本の
銀行
預貯金

銀行名：

円 円

職業

□ 父　□ 母　□ 祖父　□ 祖母　□ 養父　□ 養母　□ 兄　□ 姉　□ その他（ ）

※自国の通貨金額を記載すること

自国の通貨金額 日本の通貨金額

※日本の通貨金額を記載すること

預金
残高

※日本の通貨金額を記載すること

滞在費支弁に関する質問書

経費支弁方法

1.本人負担

2.在外経費支弁者負担

3.在日経費支弁者負担

4.奨学金

学費支弁

生活費支弁

5.そのほか

学費（年間） 生活費（年間） 受取時期／受取方法

学費の合計金額 生活費の合計金額 年間の支出合計金額

■現在における滞在費の支弁方法

■日本電子に入学後の滞在費支弁計画

※2・3は、原則、上記の「学費負担者」であること。複数名いる場合のみ（　）内に該当者名を記入してください

円

円

円

円

円

円

円

円

円

円

円

円 円

□ 毎月　　□ 毎年（いつ：　　　月）

□ 海外からの送金
□ 海外からの携行※その他手渡しなど

□ 毎月
□ 毎年（いつ：　　　月）

□ 学費負担者

□ その他/氏名　（ ）

□ 経費支弁者の支援のみで支払う

□ 自分の貯金で支払う

□ 新聞奨学生または新聞配達で支払う（朝日 ・ 毎日 ・ 日経 ・ 産経 ・ 読売）

□ 経費支弁者の支援とアルバイト収入で支払う

□ 奨学金で支払う

□ 経費支弁者の支援のみで支払う

□ 自分の貯金で支払う

□ 新聞奨学生または新聞配達で支払う（朝日 ・ 毎日 ・ 日経 ・ 産経 ・ 読売）

□ 経費支弁者の支援とアルバイト収入で支払う

□ 奨学金で支払う

□ 学費負担者

□ その他/氏名　（ ）

名称：

アルバイト収入 □ 予定・□ 予定なし 一ヶ月（ ）円程度、時間・週に（ ）時間程度

アルバイト収入 □ 予定・□ 予定なし 一ヶ月（ ）円程度、時間・週に（ ）時間程度

※電気工学科、電気工事技術科は新聞奨学生制度の受け入れができません。ご注意ください。

受験番号

■学費負担者

受付コード
（記入不要です）



時間

時間

年　　　月　　日から

年　　　月　　日まで 円 円

円

滞在費支弁に関する質問書【裏面】

※①と②の合計数

□ 入学後も継続兼務予定

企業名
勤務先
住所

勤務期間 一週間の就労時間数 給　与（時給） 給　与（月給）

※【A】と【B】の合計額

■アルバイト

―　　　署　名　欄　　　―

■長期休業期間

□ 日本入国後、アルバイトをしたことがありません。

□ 上記のアルバイト時間に間違いはありません。

◎勤務先①

① 【A】

時間

年　　　月　　日から

年　　月　　日　～　　　年　　月　　日 年　　月　　日　～　　　年　　月　　日

年　　月　　日　～　　　年　　月　　日 年　　月　　日　～　　　年　　月　　日

年　　　月　　日まで 円 円

□ 入学後も継続兼務予定

企業名
勤務先
住所

勤務期間

（1）春休み （2）夏休み

（3）冬休み

・UberEatsなどの配達もアルバイトに含まれます。
・週28時間（長期休業期間は週40時間）までの労働時間を守っています。

署名

年　　 　月　　 　日

※月曜日から日曜日までの7日間で計28時間になるだけでなく、他のどの曜日から7日間を数えても28時間以内に収める
必要があります

（4）春休み

一週間の就労時間数 給　与（時給） 給　与（月給）

◎勤務先②

② 【B】

一週間の就労時間合計数 月　給

※日本入国後に勤めた全ての勤務先をご記入ください

※現在、在学している教育機関のスケジュールをご記入ください

※「日付（記入日）」と「署名」は必ずご記入ください
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